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Chapter 1  政策の最前線から From the frontiers of policy

国際戦略局国際戦略課ＡＩ政策推進室
課長補佐

関口 温子 SEKIGUCHI Atsuko

平成 24年 4月 総務省情報通信国際戦略局国際経済課
平成 26年 8月 　　　情報流通行政局郵政行政部貯金保険課
平成 27年 8月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監理係長
平成 28年 7月 　　　情報流通行政局衛星・地域放送課企画係長
平成 29年 7月 　　　情報通信国際戦略局情報通信政策課主査
平成 29年 8月 　　　情報流通行政局総務課主査（ロンドン大学（ＱＭＵＬ、LSE））
令和 元年 7月 内閣官房内閣サイバーセキュリティセンター国際戦略グループ参事官補佐
   併任　内閣官房副長官補付
令和 3年 7月 総務省総合通信基盤局電気通信事業部事業政策課課長補佐
令和 5年 7月 育児休業（～令和 6年 4月）
令和 6年  4月 総務省情報流通行政局情報通信政策課情報通信経済室課長補佐
令和 7年 1月 育児休業（～令和 7年 6月）
令和 7年 6月 総務省国際戦略局参事官付参事官補佐
   併任　　　　　　ＡＩ政策推進室室員

子どもたちがのびのび育つ
未来のために

情報流通行政局放送政策課
課長補佐

澤谷 航 SAWAYA Wataru

平成 23年 4月 総務省（総合通信基盤局電気通信事業部消費者行政課）採用
平成 25年 7月 情報流通行政局 情報流通振興課
平成 25年 10月 内閣官房国土強靱化推進室主査 
平成 27年 8月 大臣官房企画課企画調査第五係長
平成 28年 7月 情報流通行政局放送政策課企画係長
平成 29年 7月 サイバーセキュリティ課課長補佐
令和 元年 10月 情報流通行政局情報流通振興課情報流通高度化推進室課長補佐
令和 2年 4月 西宮市総務局情報管理部長
令和 2年 5月 西宮市総務局情報管理部長　併任　教育委員会参与
令和 3年 4月 西宮市総務局デジタル推進部長　併任　教育委員会参与
令和 3年 10月 西宮市総務局デジタル推進部長　併任　教育委員会参与　併任　政策局参与 
令和 4年 4月 総務省国際戦略局国際協力課課長補佐
令和 4年 7月 情報流通行政局地上放送課課長補佐
令和 5年 7月 大臣官房企画課課長補佐
令和 5年 9月 秘書課秘書専門官（副大臣秘書官） 
令和 6年 11月 企画課課長補佐
令和 7年 7月 情報流通行政局放送政策課統括補佐

　法律上、放送事業者には、事実をまげずに報道
することなどが求められています。また、災害情報の
提供に関する規定もあります。併せて、一部の放送
事業者に対しては、視聴することが難しい地域を解
消する努力義務を課しています。放送には、確かな
情報を、確かに届ける社会的役割が期待されてい
ます。
　また、放送には、多様な価値観に対する相互理
解を促進する役割もあります。個人の興味による取
捨選択だけでは触れることが少ない情報に接する
機会を提供しているともいえます。放送には、社会
の隅に追いやられた人々に目を向けるとともに、他
者を思いやるよう、人々の生き方を変えていく力も
あるのではないかと思うのです。
　現代において、放送は“old-fashioned”なものと
受け止められるのかもしれません。しかし、偽・誤情
報があふれる中で、放送が担ってきた役割は引き続
き必要とされると確信しています。そんな放送の未
来をデザインすることが、私の今の仕事です。

　総務省は行政管理・評価、地方自治、情報通信と
幅広い分野を所管していますが、共通しているミッ
ションは「民主主義の基盤を支える」ことだと思い
ます。「民主主義」が条文に含まれている法律は３つ
しかなく、そのうちの１つが放送法です。私が長く関
わってきた情報通信部局は、通信、放送、郵便に
よって人と人とを繋ぎ、自由に意思を通わすことが
できる環境を整備しています。
　総務省で放送の未来、そして民主主義の未来
を、いっしょに作っていきませんか。

　1980年代のQueenの楽曲の一節に、以下のよ
うな歌詞があります。

座って独り、きみの灯りを見つめていた
十代の夜の友達はきみだけだった
知るべきことは全部
ぼくはラジオから聴いたんだ
（略）
きみの時代があった　きみは力を持っていた
きみの最高の時代は　まだこれからなんだ
（“Radio Ga Ga”Queen）

　テレビの普及により、相対的に古いメディアと
なったラジオに対する哀愁と愛情を謳った楽曲で
す。インターネットが普及した現在、特に若い世代
にとっては、そのテレビですら古いメディアとして位
置付けられているように感じています。放送というメ
ディアは「オワコン」なのでしょうか。

放送の役割 総務省のミッションラジオ、テレビ、ネット

の重要性等が謳われるように、新技術の無限の可
能性と表現の自由や通信の秘密といった憲法に由
来する価値とのバランスをどうとるかという、古典
的で新しい問です。
　また、ICT政策では、国際的な動向の把握や連携
は不可欠です。総務省では国外にも活躍の場が広
がっています。英国留学中には、ICT政策への志をと
もにする世界中の仲間たちとの出会いがありまし
た。今でも週末に子どもを交えてビデオ通話をした
り、家にも招く大切な友達です。海外留学のみなら
ず在外公館等への赴任のチャンスもあり、私もこれ
からもっと知見・経験・ネットワークを広げたいです。

　１歳・２歳の子育てをしながらフルタイムで働い
ています。元厚生労働次官の村木厚子さんの「やる
気を発揮できる環境の方が、仕事と育児の両立を
する価値があると思えて、力が湧くもの」との言葉に
勇気をもらい、キャリアも挑戦し続けたいという自
分の気持ちに正直に、仕事と育児に向き合ってきま
した。子どもからもらう沢山のエネルギーを仕事に
も生かしていく。今は周囲にサポートいただくことも
ある分、タイミングが来たら、私が感謝の気持ちを

込めてサポートに回りたいです。

　AIの国際政策を担っています。AIはイノベーショ
ンの促進とリスクへの対応が肝要です。安全・安心
で信頼できるAIの実現のため、2023年に日本議
長国下のG7で広島AIプロセスが立ち上げられ、日
本はAIに関する国際的なルール形成を主導してい
ます。各国政府のみならず、世界中の産官学関係者
からの本プロセスへの高い期待をひしひしと感じ
ながら、この日本として築き上げた大切な信頼・資
産をどのように発展・深化できるか、子どもたちが
のびのび育つ未来を作れるか、日々、国内外のカウ
ンターパートと議論しながら、政策の立案・推進を
しています。

　広島AIプロセスがチャットGPTの登場等を踏ま
えて立ち上げられたように、ICT分野では技術の発
展とともに次 と々課題が浮かび上がり、ICT政策は
今後も一層の発展が求められると確信しています。
その根底にあるのは、本プロセスでもプライバシー
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